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「公立高等学校配置計画案（令和４年度～６年度）」の見直しを求める決議 

 

 

北海道教育委員会は６月１日、「公立高等学校配置計画案（令和４年度～６年

度）」を公表し、空知南学区については欠員の状況や学校・学科の配置状況を考慮

して、岩見沢市内において再編整備を含めた公立高校全体での定員調整の検討が必

要との理由で、令和６年度に岩見沢東高等学校において１学年５学級を１学級削減

するとしている。 

 岩見沢東高等学校は、平成２１年度から北海道教育委員会の「医進類型指定校」

の指定を受け、本道の地域医療を担う医師不足の問題に対応した高校であり、各地

の医療機関において活躍する人材を輩出している極めて存在意義の高い高校であり、

さらに、月形高等学校・夕張高等学校といった地域連携特例校の連携協力校として

両校をサポートするなど、空知の高等学校教育の中心校として高い教育環境の維持

が求められている。また、ほぼ例年募集人数に相応する出願者数で定員を満たして

きている。 

 平成３０年３月に北海道教育委員会が策定した、「これからの高校づくりに関す

る指針」においても、従前の考え方同様に「望ましい学級規模を４～８学級とし再

編整備を進める」としているが地域の実情や要望を全く踏まえたものとなっていな

い。 

「配置計画」で志望校の間口が減ったために他校を受験せざるを得なくなった生

徒など、地元の高校を奪われた子どもたちは、遠距離通学や下宿生活等を余儀なく

され、精神的・身体的な負担が増大するとともに、保護者もまた経済的負担が大き

くなっている。 

 北海道教育委員会は、現行の「新たな高校教育に関する指針」に代わる、学級定

員数の削減による少人数指導などを含めた次世代を見据えた高校づくりのための

「新たな指針」を示した上で空知南学区における定員調整の方向性を議論すること

とし、その上で希望する全ての子どもに高校教育にふさわしい教育環境を保障し子

どもたちに希望を与え、地域の将来も見据えた配置計画を策定すべきである。 

 よって、今回示された「公立高等学校配置計画案（令和４年度～６年度）」を見

直すことを強く求めるものである。 

 

 以上のとおり決議する。 

 

令和 ３ 年 ６ 月  日 

             

岩見沢市議会    

 

 


